
中期経営計画2025

　成長を支える経営　　　　　　　基盤の強化・高度化

経営資源量
（イメージ）

フロンティア分野
長期目線で新たな収益源として育成すべく段階的にリソースを投下、

将来の成長を牽引する存在に

グロース分野
既に顕在化した成長領域に〈 みずほ 〉連携等を活用、差異化された

ソリューションで収益の柱に

コア分野
積極的に資産規模を拡大しつつ、徐々に資産効率を見直し、

規模的成長と効率性を両立

変革に挑戦する3年間
■ 岩盤収益であるコア分野の、着実な成長に向けた変革
■ グロース・フロンティア分野においては、中長期目線で収益基盤を確立すべく、先行的・
積極的に経営資源を投下

（変革・挑戦の成果が顕在化）

社会的課題を解決するサー
キュラー・ソサイエティ・プ
ラットフォームカンパニー

事業構造改革を牽引するテ
クノロジードリブンなビジ
ネスのトップランナー

新たな価値創出に向け
チャレンジする組織

リース会社から大きな飛躍を遂げ、お客さまと共に
未来を共創するプラットフォームカンパニーへ

複層的な
事業ポートフォリオ

経
営
資
源
投
下

営業資産 +7,000億円超

インオーガニック投資 1,500億円規模

ITシステム投資 100億円超

専門ビジネス人財 +80名超

バックキャストで
新たな経営計画を策定

「中期経営計画2025」の位置付け
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みずほリースの全体戦略

2021年、当社は新たな経営理念「ニーズをつなぎ、未来を創る」を掲げ、ビジネス

領域を飛躍的に拡大しました。さらなる発展を目指して策定した「中期経営計画

2025」では、従来の営業スタイル、経営基盤、企業カルチャーを変革し、お客さま

との価値共創を力強く推進するプラットフォームカンパニーへと成長します

中期経営計画2025

代表取締役社長 中村　昭

当期純利益

複層的な事業ポートフォリオで未来を創る

当社は、5月12日に22年度本決算発表と併せて、「中

期経営計画2025」を発表しました。

前中計は19年度から23年度までの5ヵ年計画として

策定しましたが、22年度の実績が前中計の最終年度で

ある23年度の連結数値目標に対して、概ね達成が見込

まれる水準まで到達したこと、ビジネス基盤や経営基

盤の強化が着実に進展していること、また、当社を取り

巻く事業環境の著しい変化等を踏まえ、このタイミン

革」「挑戦」を支える岩盤ともなる収益源です。

お客さまの経営課題解決のための価値共創・課題解

決型の営業スタイルを徹底。〈みずほ〉との連携を活か

して、顧客基盤をさらに拡大します。また安定収入基盤

であるメザニンローンや不動産リースを拡充し、アラ

イアンス先との協業を通じて、新たなビジネス創出に

挑戦。着実かつ継続的な成長を目指し、市場縮小トレン

ドに打ち勝ちます。

グで新たな中期経営計画を策定したものです。

「中期経営計画2025」では事業ポートフォリオの変

革と高度化に取り組んでいきます。

事業ポートフォリオ全体を「コア」「グロース」「フロ

ンティア」という、3つの分野に分け、成長の時間軸が異

なる事業ポートフォリオをマネージしていきます。

「コア」は国内リースや不動産といった、従来から当 

社が相応のプレゼンスを擁する分野で、今中計の「変

「グロース」はグローバル、航空機、戦略投資、環境エ

ネルギーといった分野です。前中計からの投資効果が

一部、見えてくる成長領域で、中長期的にはコア分野に

次ぐ収益の柱へ成長する存在です。

例えば、グローバルについては日系大企業中心から、

非日系、リテールへと顧客基盤の拡大を狙い、丸紅との

共同投資に加え、独自ソーシングM&Aを通じて、新たな

成長マーケットへ進出します。戦略投資では、ファンド

（億円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

166 175
218

149

284
（億円） 配当性向

1株
当たり
配当金

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

1,425

2,348
2,657

3,229
3,770

（%）

（円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

78

20.1

82

22.7

92

20.4

110

35.7

147
25.1

2023年度目標

300億円
2023年度目標

25%以上

2022年度実績

284億円

グローバル分野の営業資産残高 配当性向

2023年度目標
2018年度末比 3倍

2022年度実績

25.1%
2022年度実績
2018年度末比 2.7倍

中期経営計画2025の
詳細はこちら

連結数値目標達成状況
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みずほリースの全体戦略：中期経営計画2025

投資と事業会社への直接投資やCVCを活用したスター

トアップ企業との連携強化、価値共創投資の拡大を進

めてまいります。

「フロンティア」はサーキュラーエコノミーやXaaSと

いった、長期目線で育成し、将来的に大きく花開くこと

を期待する分野です。

アライアンスパートナーとの連携も活かしながら、

サーキュラーエコノミーのプラットファームを構築

し、高度循環型社会・脱炭素社会実現を目指します。ま

たロボットのアセットホルダーとしてさまざまなソ

リューションを提供するRaaS(Robotics as a Service)

など、お客さまの事業構造改革をサポートするための

サービスであるXaaSを実装してまいります。

これら取り組みを通じて、安定収益を着実に伸ばし

つつ、成長領域での資産拡大も進め、「異なる時間軸」の

事業ポートフォリオをマネージしていきます。

事業を推し進めるとともに、リコー、リコーリースと

は、ベンダーファイナンスの推進や、双方が強みを持つ

領域における連携テーマも進めてまいります。

サーキュラーエコノミープラットフォーム
構築に向けて

当社の選定した6つのマテリアリティに対する取り

組みを、ビジネスを通じて推進することで、循環型社会

を共創し、持続可能な社会の実現に貢献してまいりま

す。具体的には、当社は新中計期間中に「再エネ発電設

備容量1ギガワット確保」を目標として掲げました。既

に事業参画している太陽光はもとより、バイオマス、系

統蓄電池等、多様な供給電源を確保し、目標の達成を目

指します。その上で、再エネ電源を需要家へ供給するた

めのインフラを構築し、サーキュラーエコノミーや蓄

アライアンス戦略が成長を加速する源泉

これらのポートフォリオをマネージし、成長を加速

するための源泉となるのが、〈みずほ〉との連携をはじ

めとした、アライアンス戦略です。みずほグループや丸

紅グループとの協業は、当社にとって最大の強みであ

り、同業他社との差別化を図り、競争力を高めるため

に、確りと連携を進めてまいります。

当社の最大の強みである〈みずほ〉との連携において

は、前中計を通じて基盤固めを行い、着実に成果を上げ

てまいりましたが、①お客さまの経営課題に徹底的に

向き合い、価値共創・課題解決に向けた提案営業スタイ

ルへの変革等、連携の質的転換を図ることや、②銀行グ

ループでは対応が困難な、当社ならではのソリュー

ションを、〈みずほ〉の顧客に提供すること、そして③最

大級の顧客基盤を有する〈みずほ〉各社との連携を通じ

た、新たな顧客の開拓を通じ、さらなる成長を加速して

まいります。丸紅グループとは、主に海外を中心に共同

電池といった当社が注力するビジネスでの活用を進め

ます。また、サーキュラーエコノミーについて申しあげ

ると、ケミカル・マテリアル資源循環率を2027年度に

85％以上とすることを掲げており、アライアンスパー

トナーとも協働しながら、製品ライフサイクルの一連

のプロセスにおける透明性を担保するとともに、資源

利用の最適化を促進します。当社グループが核となり、

動脈産業と静脈産業を結びつけるサーキュラーエコノ

ミーのプラットフォームを構築し、脱炭素、循環型社会

の実現といった社会的課題に対するソリューションを

提供し、お客さまとの価値共創を実現していきます。

事業ポートフォリオ運営の変革・高度化 成長の時間軸が異なる事業ポートフォリオのマネジメントを実施

複
層
的
な
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ

「変革」「挑戦」を支える岩盤となる収益源。
着実・継続的な成長を実現

中長期目線でさらに飛躍、コア分野に次ぐ
収益の柱へ

長期目線で大きく花開くことを展望。当社が目指す姿の
実現にも繋がる分野

• 成熟したマーケット、あるいは相応のプレゼン
スを擁する領域

• 良質なアセットを積極的に積み上げ、市場縮小
トレンドに打ち勝ち、継続的な成長を果たす

• 既に顕在化した成長領域。本中計期間から投資
効果が一部発現

• 中長期的な成長に向け、積極的に経営資源を
投下

•長期的にマーケットが形成され、飛躍することを展望する領域
• 先行者メリットを享受すべくビジネス基盤整備に着手、先行的
に経営 資源を投下

国内リース グローバル サーキュラーエコノミー不動産 航空機 戦略
投資

環境
エネルギー XaaS… … …

コア グロース フロンティア

アライアンス戦略

みずほ連携
〈みずほ〉の顧客基盤を活用

連携の質的転換

丸紅連携

事業法人
スタートアップ

DXプレーヤー 等

インオーガニック戦略

サステナビリティ経営の推進
ビジネスを通じてマテリアリティに対する取組を実施

成長を支える経営基盤の強化・高度化
将来の成長・ビジネス領域の拡大を見据え、積極的に経営資源を投下

循環型社会を共創 持続可能な社会の実現に貢献 IT基盤整備/DXの加速 人財戦略高度化企業/カルチャー変革 ガバナンス/リスクマネジメント高度化

キーワード 本中計期間における成長と将来の更なる飛躍に向け、　　　　　　変革に挑戦する3年間挑戦 変革 成長

「中期経営計画2025」の全体像
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みずほリースの全体戦略：中期経営計画2025

Carbon Neutral
脱炭素社会実現

再生可能エネルギー発電設備容量確保

Scope1,2  CO2排出量削減*
*単体及び国内連結子会社7社

Circular Economy
循環型経済実現 ケミカル・マテリアル資源循環率

Human Capital
土台としての
人的資本経営

専門ビジネス人財の拡充

人財育成のための投資額

デジタルIT人財の育成

有給休暇取得率

女性管理職比率

男性の育児休暇取得率

1GW（2025年度）

排出量ゼロ（2030年度）

＋80名超（2025年度）

3倍以上（2025年度/2022年度比）

200名以上（2025年度）

80%以上（2025年度）

15%（2025年度）

100%（毎年）

85%以上（2027年度）

19年度 20年度 21年度 22年度 25年度23年度

175
218

149

284
310

420

19年度 20年度 21年度 22年度 25年度23年度

1.2
1.1

0.7

1.4 1.4

1.6%
以上

19年度 20年度 21年度 22年度 25年度23年度

9.8

11.3

7.1

11.8
11.4

12%
以上

（億円） （%） （%）

当期純利益 ROEROA*

将来の飛躍に向けた成長投資を行い
つつ、期間利益の増加に注力

利益成長を通じて更なる上昇を目指す営業資産の積極的な積み上げと、採算
重視の取組継続により向上

2025年度 420億円 2025年度 12%以上2025年度 1.6%以上
*ROA：経常利益/総資産

経営基盤の強化・高度化

財務・非財務目標

デジタルトランスフォーメーションの加速 人財戦略の高度化、企業カルチャーの変革

ガバナンスの強化 リスクマネジメント態勢の高度化

ビジネス戦略の
遂行と持続的な
成長を下支え

お客さまとの価値共創に取り組み、当社が目指す姿の実現に向け躍進するために必要な経営基盤の強化・高度化に向け、
積極的に経営資源を投下

• ビジネス領域の拡大や新たなビジネス実装に向
け、デジタル技術を活用

• 次期システム導入等による、ビジネス対応力の強
化と顧客利便性の向上

• DX を牽引するコア人財を育成

• ビジネス戦略に即した、人財ポートフォリオを構築
• 社員一人ひとりが「挑戦」「変革」「成長」に一丸と
なって邁進

• ビジネスの多様化、専門性の高まりを踏まえ、各
事業の戦略策定・意思決定を機動的に実施する体
制を構築

• 連結ベース/グローバルベースでガバナンス体制
を高度化

• 多様化するリスクカテゴリに応じたリスクコント
ロール高度化、モニタリング強化

• リスク・リターン運営をさらに高度化

目標
デジタル人財の育成200名以上
（25年度）

人財育成のための投資額
22年度比3倍以上（25年度）

専門ビジネス人財の拡充
＋80名超（25年度）

目標

25 INTEGRATED REPORT 2023




